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本年もよろしくお願い申し上げます
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　会員の皆様におかれましては、清々しい新年をお迎えのこととお慶び申し上げます。年頭のご挨拶

公益社団法人立川市シルバー人材センター 会 長　　加　藤　堅　一

　日頃より、皆様方には、当シルバー人材センターの運営に多大なるご支援ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
　令和６年の当センターは、「経営５ヶ年計画」の３年目を迎え、中間年度として「経営５ヶ年計画評価・検証部会」を設置し、計画の進捗状況の確認、この２年間の取り組みの評価と検証、新たな施策の検討を進めてまいりました。また、８年連続で減少している会員数を何とか増加への歩みに転換していくため、「会員増強強化月間」や「普及啓発活動月間」での入会促進に向けた取り組みを継続的に行うとともに、公益財団法人東京しごと財団の専門家派遣制度を活用し、入会促進と登録継続の施策実施に取り組んでまいりました。
会員数は、12月現在、令和





５年度末と比較して20名以上の増となってはいますが、会員増強は事業の安定と進展にとって必要欠くべからざる課題であり、年度末に向けても継続して取り組み、経営５ヶ年計画に掲げた会員数目標に一歩でも近づけるよう努力する所存です。
令和６年は新たな事業の実施にも取り組み、10月に「カルチャー教室」、12月に「空き家見廻りサービス」をスタートさせました。「カルチャー教室」では、会員が講師となり、陶芸・木版画・編み物・写経・体操の教室が開催されており、多くの市民の皆様に参加していただいております。
また、「空き家見廻りサービス」は、12月にスタートしたばかりですが、早速、立川市のご支援により１件の受注を実現いたしました。今月には、入会案内パンフレットとともに、事業案内のチラシも市内全域に配布する
ほか、立川市をはじめ関係機関





にもご協力をお願いし、事業の拡大に取り組む予定です。
令和６年度の残り３ヶ月の中では、「経営５ヶ年計画」に基づき、普及啓発、会員増強、就業機会の開拓、地域貢献について着実に取り組んでいく予定にしております。また、11月施行の「フリーランス法」に基づく会員の就業への対応、公益法人制度改革によるセンター運営への影響など、令和７年もさまざまな課題に取り組みながらの１年となると思われます。
役職員一同、引き続き真摯に事業や活動に取り組んでまいりますので、会員の皆様にも是非とも積極的にご協力いただき、経営５ヶ年計画の会員数及び就業率目標の到達に向けてご協力をお願い申し上げますとともに、皆様のご健勝とご多幸を併せ祈念して年頭の挨拶といたします。
本年もよろしくお願い申し上げます。　
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　　１月から２月は会員増強強化月間です。口コミで会員増強にご協力をお願いします！　　(2)
(1)　本年も、センター運営への会員の皆様のご参加ご協力をよろしくお願いいたします。
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立川市長　　  酒　井　大　史

立川市シルバー人材センター会員の皆様におかれましては、心穏やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。また、日頃より本市市政に多大なるご支援、ご協力を賜り心より御礼申し上げます。
さて、私が立川市長に就任してから１年４カ月が経過しました。この間、市長選挙で市民の皆さんにお約束した50の政策に加えて、市長就任後に認識した諸課題への対応のために予算を編成し、様々な取組を進めてまいりました。本年も引き続き、市民の皆様の声を大切にし、子どもから高齢者の皆様まで全ての市民に寄り添う「つよくて優しい市役所」となるよう努めてまいります。
会員の皆様には、日頃より、長年の経験に裏打ちされた確かな技術を活かして、立川市内をフィ






ールドにご活躍いただいており、大変感謝いたしますとともに心強く感じています。
　現役世代の先輩である皆様方が、これまで培ってきた経験を発揮され、創意工夫を重ねながら活動されている姿は、若い世代にも良い影響を与え続けております。
会員の皆様には、市の委託事業等として窓口業務などを担っていただいておりますが、来庁される市民の皆さんの置かれている状況や心情に寄り添い、相手方に配慮した接遇を心がけていただきますようお願い申し上げます。
私は「不易流行」の精神でまちづくりを進めておりますが、皆様の背中を見たり、あるいは、お話を聞かせていただいたりすることで、その優れた技術や長年の経
験が少しでも次の世代に引き継がれていくことを期待しており






ます。会員の皆様には、後継者の育成にも引き続きご尽力賜ればと考えております。
地域や市民の課題は、益々多様化・複雑化しています。この課題を解決するためには、これまで以上に皆様のご活躍・ご協力は不可欠です。本年も引き続き、各地域で活躍されている皆様にお目にかかれますことを楽しみにしております。
結びになりますが、本年も本市へのご支援・ご協力を賜りますこと、また、皆様方のご健勝並びに一層のご活躍を心より祈念し、私からの新年の挨拶といたします。


 経営５ヶ年計画の
　　　評価・検証と
今後の取り組み
　
　令和６年度は、「経営５ヶ年計画」の中間年度にあたり、２年間の計画の進捗状況を確認し、評価・検証を行った上で、今後の取り組みを整理するため、「経営５ヶ年計画評価・検証部会」を設置しました。部会は９月から11月に５回開催し、部会答申として「経営５ヶ年計画評価・検証及び今後の取り組み」をまとめ、
理事会に報告されました。
　答申では、計画の会員数目標について、女性会員が約５％増加していることを評価しながらも、会員数が８年連続で減少していることから、目標達成の一歩として、前年度比会員数増を目指すことが挙げられました。
　そのほか、会員増強では入会促進施策と既登録会員の継続施策の取り組み、普及啓発では認知度アップのための広報活動の検討、高齢会員の短時間就業など就業機会の開拓、健康管理・安全就業対策の検討、就業会員研修会の受講促進、人材確保のための講習会の開催、地域貢献活動の実施、会員交流の活発化、役職員体制の整備とＤＸ化などが、今後の取り組みとして挙げられました。
　令和７年度は前半
の評価・検証に基づ
[image: ]き、さらなる取り組み
を進めてまいります。会員の皆様のご協力をお願いいたします。
　
 今年度の職種・職場の
異動方針について

就業決定会議議長  水本 博文

就業決定会議では、今年度末に実施する職種・職場の異動につきまして、「就業基準　令和６年度異動方針」を策定、理事会に提案し、議決いただきましたので、その概要を会員の皆様にお知らせします。

【今年度の方針】

1 同一職種・職場における４年
以上の継続就業会員を対象とし、現在の就業状況、発注者の意向、新規希望会員の有無、異動に伴う業務遂行の問題点の有無(健康状態、就業場所、年齢等)を総合的に考慮して異動を実施します。

2 ４年にかかわらず会員本人が
異動を希望する場合は、周囲の状況等を考慮し、異動を実施します。
3 管理業務における同一職場
での継続就業は原則80歳を限度とします。

4 運転が主となる業務について
は、重大事故の恐れがあるため、75歳以降の会員は他の職種への異動を実施します。

⑤ 継続就業する78歳以上の会
員には、就業意欲等の確認を
年２回実施します。

【会員の皆様へ】

　就業決定会議では、毎年度、会員数の状況、会員の就業状況や欠員状況等を総合的に判断し、年度ごとの異動方針を制定して職種・職場の異動に取り組んでおり、今年度も、一部の就業職場で適正な就業人員配置や欠員補充が困難な状況が生じていること、また、就業会員の高齢化による円滑な就業への不安が高まっていることも考慮し、異動方針を策定しました。
　センターでは経営５ヶ年計画に基づき、安定した就業の基盤となる会員増強、未就業会員の現況把握による就業提供の促進、女性の入会促進のための女性会員の就業機会の拡大、新入会員への速やかな就業紹介や高齢会員の経験等を活かした就業提供に取り組んでおります。
今年度も、職群班の皆様の異動方針に対するご理解をお願いするとともに、異動実施の際には特段のご協力をお願い申し上げます。


会員増強にご協力を！

　経営５ヶ年計画では、令和６年度の会員数目標を１，６００名としています。８年連続で会員数が減少している状況では、この数値目標の達成は非常に厳しい状況であります。本会報の２ページでも紹介しておりますとおり、経営５ヶ年計画の評価・検証では、まずは前年度比会員数増を達成することが、会員数目標達成に一歩近づくこととしております。
　１月には、入会案内パンフレットの市内全域配布などを実施し、働き方・しごと説明会も２月・３月にかけて他の月より多く開催する予定です。また、説明会の開催日・時間も今までの平日午後だけでなく、午前や夜間の開催、また土日祝での開催なども実施する予定です。
　また、昨年導入した「ＷＥＢ入会申し込み」では、入会申し込みをご自宅でもできるようにするなど、より簡便な形にしています。
　ご近所・お知り合いの方で、シルバー人材センターの事業や活動に興味をお持ちの方に、是非一度説明会への出
席や、「ＷＥＢ
入会申し込み」
での「働き方・
しごと紹介」と
「入会案内」を
ご覧いただくな
[image: ]ど、お勧めいた
だければと思います。
　よろしくお願いいたします。
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(5)  今年はシルバー人材センターが設立されて５０年、当センターも設立４７周年となります。

新年を迎えて

[image: ]       　会員の作品


紅を引く卒寿の母と初詣
　　　　　
砂川町第３班　佐治　一史


　十年を
[image: ]　　　　生きると決めて初山河
                
若葉町第１班　山本　幹夫

春浅し末広がりの白い富士

若葉町第１班　松尾　憲治
　

宝舟大きな夢を
[image: ]　　　　 　　　　　積み来たり　
　　　　　　
[image: ]幸町第１班　高橋　勝亜





お知らせコーナー

総合相談窓口からのお知らせ

　総合相談窓口では、会員の皆様からの就業などいろいろな相談に応じる「総合相談日」を毎月１回開設しています。日程は左記のとおりです。相談希望の方は、事前にご予約ください。なお、奇数月には、砂川分室でも開催します。
記

２月５日、３月５日、４月９日
　いずれも水曜日、午前９時30分から午前11時30分まで。相談時間は30分。
 　相談申込先
　　　　本部事務局　527-2204

配分金振込日の予定

[image: ]これからの配分金の振込日は
左記のとおりです。

記

　12月分    １月20日(月)
　１月分    ２月20日(木)
 ２月分    ３月19日(水)　
　３月分    ４月18日(金)
見守り活動に参加しましょう！
地域貢献活動への参加は
会員の役割です

　当センターの地域貢献活動「小学校低学年児童下校時通学路安全見守り活動」は、市内全市立小学校で実施しています。
　公益法人であるシルバー人材センターの地域貢献活動は、本来、登録会員全員に参加協力していただくべき活動です。
　現在、一部の会員が参加する活動になっていますが、本来なら会員皆様、特に、就業会員の皆様の参加協力があってこそ、ひとりひとりが大きな負担を感じることなくできる活動です。
今後も地域貢献活動が円滑に行われるよう、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

会費納入のお願い

　センター及び会員互助会会費は、就業・未就業に関わらず年度ごとに納めていただくことになっており、当年度の会費は規程により毎年度３月末日までに納入することとなっております。
令和６年度及び５年度の会費を未納の方には、２月に納入依頼のご案内を、コンビニエンスストアでの振込用紙を添えて郵送する予定です。また本部事務所及び砂川分室でも受け付けていますので、年度末までにお納めください。
なお、退会される方は、お手許の会員証と退会理由を記したメモ、見守り活動用のベストと小旗、お持ちの方は就業・活動用のセンター名入り青色のジャンパーを本部事務所もしくは砂川分室に持参または郵送してください。


編　集　後　記

あけましておめでとうございます。
　今年は昭和でいうと１００年、当センターにも昭和ひと桁世代から40年代までさまざまな年齢の方が登録され活躍されています。
皆様とともに47年目を迎えた年です。本年もセンターの事業や地域貢献活動などに対し会員の皆様のご協力をお願い申し上げます。　（事務局）














　令和７年定時総会は６月２４日（火）午後１時から、たましんＲＩＳＵＲＵホールです   (6)
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